５　私立小・中・中等教育・高等学校納付金・在籍者調査表記入要領
　学校ごと（高等学校にあっては課程ごと）にその１、その２及びその３を作成し、課程内で学科により納付金の額が異なる高校にあってはその４も作成すること。

　また、１つの枠内に記入する額・人数等は、必ず１つのみとし、２つ以上の額・人数等を記入しないこと。


◎納付金関係（１、２、３、８）

　○　毎月徴収する経費については、月額で記入すること。ただし、毎月の徴収額が一定しない経費や特定の期間だけ徴収する経費あるいは特定の期間だけ徴収しない経費については、年額を12で除した額を記入すること。また、入学時に徴収する経費については、年額で記入すること。

　○　学年によって納付金の額が異なる場合は、１年生の額を記入すること。
　○　学科により納付金の額が異なる高校は、普通科がある場合は普通科の状況、普通科がない場合は機械科の状況を記入するとともに、その４「８．学科別納付金」の項も記入すること。なお、普通科又は機械科においてコース毎に納付金の額が異なる場合は、加重平均により算出した額を記入すること（端数切捨）。
　○　徴収方法の欄は、「毎月徴収」、「学期単位で徴収」、「半期分徴収」のように記入すること。

◎在籍者数関係（４、 ５、 ７）

　○　学則定員は、収容定員の変更・募集停止がない場合は収容定員を記入し、収容定員の変更・募集停止がある場合又は新設（再開を含む。）校の場合は各年度の入学定員を合計した数を記入すること。

○　生徒数の取り扱いについては、平成７年４月19日付け７私振第259号愛知県総務部長通知によること。
◎収容定員変更・募集停止及び新設関係（６）

　○　学校ごと（高等学校にあっては課程ごと）に全て作成すること。

　○　「学科名」欄は、その２の５の「学科別」欄の順に記入すること。

　○　定時制の修業年限が分かれているものは、それぞれ記入すること。

　○　計は、収容定員の変更・募集停止がない学科については収容定員を記入し、収容定員の変更・募集停止がある学科については、各年度入学定員欄を合計した数を記入すること。

収容定員････県知事の認可を受けた学科別の定員を記入すること。
なお、入学定員で認可されている場合は、入学定員×学年数を記入すること。

入学定員････収容定員で認可されている場合は、収容定員÷学年数を、入学定員で認可されている場合は、入学定員を記入すること。

　○　募集停止がある場合は、「募集人員」欄には「募集停止」、「収容定員」「入学定員」欄には「－」を記入すること。

　○　「合計」欄は、各項目の合計を記入すること。

　○　高等学校（全日制）、中等教育学校及び中学校については、令和２年度欄は記入しないこと。


「その１」から「その３」までは、全ての学校で作成


「その４」は該当校のみ作成





その１　　その４





(例) 暖房費を12~3月の間だけ600円/月を徴収


600円×4か月÷12ヶ月=200円





愛産大工業、名古屋工業のみ





＜加重平均の求め方＞


32,500円×（80/320）＋33,000円×（200/320）＋34,500円×（40/320）＝33,062.5円　→33,062円





普通科　　　学則定員　　授業料


Aコース　　　　80人　　32,500円


Bコース　　　 200人　　33,000円


Cコース　　　　40人　　34,500円





その１　その２　その４





５表に記入する人数は、経常費補助金上の生徒数


学校基本調査の人数ではない。





その３　変更がない場合も必ず作成すること





中等教育学校については、前期・後期を分けて記入すること。





当該年度の


1年生×３





当該年度の


1年生








定員減の場合（R5  300→R6  270）


　　　　　R4　 R5　　R6　計


収容定員　300 　300   270 


入学定員　100   100    90   290 　　





定員変更・募集停止がない場合


　　　　　R４　 R5　　R6　計


収容定員　300 　300   300 


入学定員　100   100   100   300








